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息を合わせ、生き生きと躍動
「飛燕」が仙台みちのくYOSAKOIまつりへ参加

　10月12日・13日の2日間、仙台市内6つの会場で「第27
回仙台みちのくYOSAKOIまつり」が開催され、本町を拠点
に活動するよさこいチーム「飛

ひ

燕
え ん

」が参加し、躍動感あふれ
る踊りを披露しました。
　今回で8回目の参加となった飛燕のメンバー22人は、この
日のために月１回中央公民館に集まり練習を続けてきました。
　本番の舞台となった勾当台公園では多くの観客が見つめ
る中、練習の成果をいかんなく発揮し、全員が生き生きとし
た笑顔で踊り切りました。
　メンバーの遠

え ん ど う

里
り お ん

穏さん（坂元小6年・下郷区）は「“みち
のくYOSAKOI”という大きなステージで、メンバーと一緒
に踊ることができてとても楽しかったです。これからも練
習を頑張ってレベルアップしたいです」と話しました。

手作りピザで至福の時間
山下第一小学校4年生がピザ作り体験

　10月28日、山下第一小学校の4年生11人がピザ作りを
体験しました。これは、横山区の「風見鶏館」を運営する
YYGが主催し、会長の日

く さ か

下清
き よ み つ

光さん、館長の玉
た ま だ

田薫
かおる

さんを
はじめ地域の方々が体験をサポートしました。
　ピザは、生地作りから挑戦。丸く薄く伸ばして、地域で
取れたトマトを使ったソースを生地に塗り、玉ねぎやピー
マンなど色鮮やかにトッピング。本

ほ ん が ま

窯で約2分焼き上げる
と、ふっくら、サクサクのピザが完成しました。　
　日下会長は「地域の人たちに貢献したいと始めた場所で、
子どもたちと交流しながら、こうして喜ぶ顔を見ることが
できてうれしいです」と話しました。子どもたちは「教わっ
たピザを家でも作りたいです」「おいしくて最高のピザ！」

「無限に食べられる」と笑顔で頬
ほ お

張
ば

っていました。

実りの秋、サツマイモの収穫
NPO法人里山ひろばとふじ幼稚園の園児らが収穫祭

　10月23日、NPO法人里山ひろば主催による収穫祭が高
瀬区の農園で開催されました。収穫祭には、ふじ幼稚園の年
長児やNPO法人にこにこケアサービスの利用者の皆さん、
地域のボランティアなど約60人が参加しました。
　収穫体験では、地域の方と園児の保護者などが子どもた
ちの芋掘りをサポート。子どもたちはつるを引っ張り、いく
つも連なった大きなサツマイモを掘り出し持ち上げては、
歓声とともに大喜び。「大きくて重いのが取れたよ」と掘り
出したサツマイモを比べて大興奮していました。
　里山ひろばの富

と が し

樫覺
さとる

理事長（浅生原区）は「この取り組み
も12回目となり、子どもたちの笑顔は励みになります」と
話しました。

花いっぱいのきれいなまちへ
地域の皆さんと坂元小学校児童が花植え

　10月29日、坂元グリーンサポートクラブと坂元小学校
学校運営協議会地域学校協働部会が共催し、ふるさとおも
だか館周辺の道路沿いと町東公園花壇に花を植えました。
　当日は、坂元小学校の児童と保護者など約60人が参加。　
地域の方に植え方を教わり、5・6年生が中心となって下
級生をサポートしながら活動しました。1年生は初めて参
加した児童も多くスコップで穴を掘り、パンジーの苗を丁
寧に寄せ植えしました。
　同クラブの岩

い わ さ

佐勝
まさる

会長は「前回より子どもたちが苗を
植えるのがうまくなっていました。花が咲くのを楽しみに
してください」と話し、地域の方も「子どもたちには、植
えた花が春に咲くとき見てほしいです」と話しました。花
植えの体験を通して地域とのつながりを深めました。

山元町のファンを増やそうプロジェクト
第7回山元はじまるしぇ

　11月3日、「第7回山元はじまるしぇ」が昨年に引き続き、
旧坂元中学校で開催されました。これは、町内の若手有志
で組織する実行委員会が、町の魅力を広く知ってもらおう
と9年前から町内各所で開催しているものです。
　会場には、町内の農産物や加工品、飲食物、手作りの雑
貨・クラフト品などの販売ブースが設けられたほか、県内
外の学生約80人や地域おこし協力隊の4人もスタッフや出
店者として参加。レジンストラップ作りなどの体験ブース
やクラフトビール、フルーツの販売を企画・運営し、イベ
ントを盛り上げました。
　会場は、出店者と来場者が和やかに会話をしながら思い
思いの物を買い求めたり、スタッフや出店者が互いに交流
を深めたりしながら、楽しむ多くの笑顔であふれていました。

秋を彩る芸術文化
第46回山元町町民文化祭

　11月2日・3日、「第46回山元町町民文化祭」がつばめ
の杜ひだまりホールを会場に開催され、山元町文化協会に
加盟する28団体などが日頃の活動の成果を発表しました。
　舞台の部では、歌やダンス、神楽などが披露され、各出
演者の華麗で力強い演技に客席からは大きな拍手が送られ
ました。
　また、展示の部では、絵画、写真、手工芸など力作揃い
の作品が多数出品されました。訪れた方は、会員に作品の
解説を聞くなど、熱心に鑑賞していました。
　今回は延べ約500人が会場を訪れ、町内の芸術文化に大
いに親しむ2日間となりました。

色合いを考えながら苗を植える地域の方と子どもたち

優雅な演奏を披露する奏遊会の皆さん
窯の前で焼き上がりの
ピザを手にする児童 熱々のピザを頬張る児童

子どもたちは素手で
土の中からサツマイモを
掘り起こしました

大きなサツマイモを
手にする園児

息の合った踊りを披露した
よさこいチーム「飛燕」

来場者でにぎわう山元はじまるしぇの会場
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秋の澄んだ夜空を彩る花火
キラリ☆やまもと花火祭２０２４

　11月3日、（一社）まちづくりやまもと主催による「キラ
リ☆やまもと花火祭2024」が磯浜漁港で開催されました。
　この花火祭は、町のにぎわい創出と地域経済活性化の願
いを込めて行われたもので、当日は、前日までの雨も上が
り、澄み切った夜空に約1,000発の花火が打ち上げられま
した。
　町内外から多くの来場者が訪れた花火祭は、時折、肌寒
さを感じながらも、秋の夜空を彩った花火で、会場は温か
い拍手と歓声に包まれました。

秋の大運動会～大怪獣バトル～
山元ボランティアサークル虹主催イベント

　11月10日、山元ボランティアサークル虹（YVC虹）主催
の「秋の大運動会～大怪獣バトル～」がつばめの杜ひだま
りホールで開催されました。
　このイベントは、ジュニア・リーダーが町内の小学生を
対象に、子どもたちとさまざまな遊びを通して参加者相互
の交流を図り、活動に興味・関心を持つ機会とすることを
目的に開催したもので、参加者とジュニア・リーダー合わ
せて15人が、チームで協力しながら運動会をテーマにし
たプログラムを楽しみました。
　また、小学生が恐竜に扮

ふ ん

して競技をする場面では、普段
とは違う動きの中で体を上手に動かし、白熱した対戦を繰
り広げるなど会場は終始盛り上がりました。参加した児童
は「また恐竜になって遊びたいです」と笑顔で話しました。

5年生がはらこめし作りに挑戦
山下小学校の児童が郷土料理体験

　10月下旬から11月上旬にかけて、町内各小学校の5年
生が町の郷土料理であるはらこめし作りを体験しました。
　11月7日、山下小学校の児童が地域の食材を使ったはら
こめしとあら汁作りに挑戦。食生活改善推進員の指導のも
と、4～6人のグループに分かれ、サケの切り身を煮込んだり、
大根やネギなどを切ったりと、協力しながら完成させてい
ました。
　岩

い わ さ

佐心
み く に

紅さん（高瀬区）は「いつもお家でおばあちゃんが
作ってくれます。簡単そうに作るけど、初めてみんなと作っ
て大変でした。今度はおばあちゃんと一緒に作りたいです」
と話しました。
　自分たちで調理したはらこめしは格別だったようで「お
いしい」と笑顔で話しながら、山元の秋の味覚を堪能してい
ました。

青空の中にぎわう浜通り地域
第3回浜通りフリマ & 軽トラ市

　11月10日、「第3回浜通りフリーマーケット&軽トラ市」
が旧JR山下駅周辺で開催されました。笠野区、花釜区、
牛橋区の3行政区が合同で組織する実行委員会が主催し、
今回で3回目。歩行者天国約350mの区間に約40店舗が軒
を連ね、新米や野菜などの地場産品を買い求めたり、はら
こめしや、実行委員会が振る舞う芋煮などのグルメを楽し
んだりしました。会場では、風雲乱打舞による和太鼓が披
露されたほか、軽トラックに絵を描くコーナーや射的など、
浜通り地区が活気付いた一日になりました。
　来場者からは「地域に人がたくさん来てくれて嬉しくな
る」との声があり、花釜区の渡

わ た な べ

邊博
ひ ろ た か

孝区長は「天気に恵ま
れ、1,500人を超える人が来てくれました。ぜひ来年も開
催して地域が楽しくなるようにしたいです」と話しました。

地域のスタッフが子どもたちの活動を支援
放課後子ども教室「みやまっこクラブ」でりんご狩り体験

　11月11日、山下第一小学校で実施している放課後子ど
も教室「みやまっこクラブ」の活動として「りんご狩り体
験」が行われました。放課後子ども教室は、地域の方々が
スタッフとなり、児童のさまざまな体験活動を支える事業
で、この日も5人のスタッフが活動支援で参加。
　りんご狩りは、りんご農家の永

な が

谷
や

耕
こ う い ち

市さん（鷲足区）にご
協力いただき、在籍する小学1年生から5年生までの児童
22人は、りんごの収穫のポイントなどを永谷さんから聞
き「ぐんま名月」を収穫体験しました。
　子どもたちは「大きくて重い」「畑いっぱいのりんごの
景色がすごい」と町の特産品でもあるりんごの魅力を感じ
ながら活動していました。

日本での経験をカンボジアに生かす
青年海外協力隊として乳井奈緒さんがカンボジアへ

　下郷区の乳
に ゅ う い

井奈
な お

緒さんが11月25日から２年間、青年海
外協力隊(JICA)の一員としてカンボジアへ派遣されてい
ます。配属先は同国クラチェ州の小学校教員養成校で、現地
の理科教員を対象に実験の提案や指導を行い、理科授業の
質を高めることが主な任務になります。
　昔から途上国のために働きたいという思いがあった乳井
さんは、北海道内の高校で４年間教員として勤める中で、将
来に夢や希望を抱く高校生と自分を重ね合わせ、人生は一
度きり、今できることに挑戦しようと青年海外協力隊への
参加を決めました。
　11月13日には役場を表敬訪問し、町長と面会。国内で
の研修を終え「これまでの経験を生かして、少しでも貢献
できるよう頑張ってきます」と力強く抱負を語りました。

笑顔で激励を受ける乳井さんと橋元町長 レクリエーション活動をする
ジュニア・リーダーと参加者

秋の夜空を彩る花火

完成したはらこめしを手にする児童と
食生活改善推進員の皆さん

サケの切り身を煮て
温度を確認

サケとイクラを
盛り付けて完成

収穫したりんごを持って笑顔の子どもたちと
スタッフの皆さん

多くの方でにぎわう会場

子どもたちや来場者がペイントした軽トラック
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11
月
１
日
、
つ
ば
め
の
杜
ひ
だ
ま
り
ホ
ー
ル

で
「
令
和
６
年
度
山
元
町
功
労
者
表
彰
式
」
を

挙
行
し
、
長
年
に
わ
た
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野

で
町
勢
の
発
展
に
寄
与
さ
れ
た
方
々
を
表
彰
し

ま
し
た
。

　

受
賞
者
は
、
自
治
功
労
２
人
、
教
育
文
化
功

労
１
人
、
民
生
安
定
保
健
衛
生
功
労
１
人
、
治

安
維
持
防
災
功
労
10
人
、
感
謝
状
５
団
体（
欠

席
者
含
む
）で
す
。

　

橋
元
町
長
は
「
長
年
の
ご
功
績
に
対
し
、
衷

心
か
ら
感
謝
と
敬
意
を
表
し
ま
す
。今
後
と
も
、

皆
様
と
と
も
に
、
笑
顔
が
輝
く
『
町
民
が
主
人

公
の
ま
ち
・
山
元
町
』
の
実
現
に
向
け
、
深
い

ご
理
解
と
ご
支
援
を
お
願
い
し
ま
す
」
と
お
祝

い
の
言
葉
を
述
べ
、
一
人
一
人
に
表
彰
盾
を
贈

呈
し
ま
し
た
。（

受
賞
者
は
順
不
同
・
敬
称
略
）

感
謝
状

子
育
て
支
援
の
た
め
物
品
を
寄
付

　

フ
レ
ス
コ
株
式
会
社（
福
島
県
）　

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
支
援
の
た
め
金
員
を
寄
付　

　

株
式
会
社
オ
オ
ツ
ボ
ス
ポ
ー
ツ（
仙
台
市
）

い
ち
ご
団
地
新
規
入
植
者
支
援
の
た
め
金
員
を
寄
付

　

山
元
町
い
ち
ご
団
地
管
理
運
営
組
合（
亘
理
町
）

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
と
し
て
金
員
を
寄
付　

　

京
浜
ハ
イ
フ
ロ
ー
販
売
株
式
会
社（
大
阪
府
）

健
康
増
進
事
業
支
援
の
た
め
金
員
・
物
品
を
寄
付

　

明
治
安
田
生
命
保
険
相
互
会
社
仙
台
支
社

　
（
仙
台
市
）

県
更
生
保
護
女
性
連
盟
会
長

表
彰

更
生
保
護
女
性
会

伊い
と
う藤　

篤あ
つ
こ子（
高
瀬
区
）

問	

総
務
課 

総
務
班

　

☎
37
︲
１
１
１
１

故 

岩い

わ

さ佐　

哲て

つ

や也
氏　

叙
勲

　

令
和
６
年
５
月
20
日
に
ご

逝
去
さ
れ
た
元
町
議
会
議
員
の

岩
佐
哲
也
氏（
真
庭
区
）に
対
し
、

生
前
の
地
方
自
治
の
発
展
に
貢

献
し
た
功
績
に
よ
り
、
旭
日
単

光
章
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

自
治
功
労

▼
議
会
議
員
と
し
て
の
功
績

竹た
け
う
ち内　

和か
ず
ひ
こ彦（
町
区
）

▼
長
年
の
鳥
獣
対
策
の
功
績

岩い
わ
さ佐　

長ち
ょ
う
じ治（

大
平
区
）

教
育
文
化
功
労

▼
教
職
員
と
し
て
の
功
績

名な
と
り取　

富と
み
え江（

福
島
県
新
地
町
）

民
生
安
定
保
健
衛
生
功
労

▼
保
護
司
と
し
て
の
功
績

清せ
い
の野　

由ゆ

み

こ

美
子（
八
手
庭
区
）

治
安
維
持
防
災
功
労　

▼
交
通
指
導
隊
員
と
し
て
の
功
績

渡わ
た
な
べ辺　

伸し
ん
や也（

笠
野
区
）

▼
消
防
団
員
と
し
て
の
功
績

佐さ
と
う藤　

哲て
つ
お夫（

真
庭
区
）

梅う
め
つ津　

知と
も
ゆ
き恭（

山
寺
区
）

清せ
い
の野　

義よ
し
ひ
ろ博（

大
平
区
）

大お

お

わ

だ

和
田　

誠ま
こ
と（

下
郷
区
）

木き
む
ら村　

寿と
し
ひ
さ久（
山
下
区
）

南な
ん
じ
ょ
う城　

康こ
う
い
ち一（

鷲
足
区
）

及お
い
か
わ川　

勝か
つ
よ
し義（
浅
生
原
区
）

佐さ
と
う藤　

健け
ん
い
ち一（

久
保
間
区
）

引ひ
き
ち地　

信の
ぶ
お夫（

角
田
市
）

「
文
化
の
日
」県
知
事
表
彰

地
方
自
治
功
労

　

多
年
に
わ
た
る
議
員
活
動
を
通
じ

て
、
地
方
自
治
の
確
立
と
住
民
福
祉
の

向
上
に
尽
力
し
た
功
績

阿あ

べ部　

均ひ
と
し（
中
山
区
）

令
和
６
年
度
全
国
ス
ポ
ー
ツ　
　

推
進
委
員
連
合
優
良
団
体
表
彰

優
良
団
体
表
彰

　

山
元
町
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
協
議
会

東
北
地
方
更
生
保
護
委
員
会

委
員
長
表
彰

保
護
司

岩い
わ
さ佐　

洋よ
う
い
ち一（
合
戦
原
区
）	

	

東
北
地
方
保
護
司
連
盟

会
長
表
彰

保
護
司

冨と
み
た田　

健け
ん
い
ち一（
真
庭
区
）

保
護
司	

日ひ

の野　

光み
つ
お男（

山
寺
区
）

山
元
町
功
労
者
表
彰

県
・
各
種
団
体
か
ら
の
表
彰

ご
功
績
と
ご
功
労
を
た
た
え
て

清
きよはしとみお

橋富夫委員長（小平区）と
齋
さいとう

藤順
じゅんこ

子副委員長（笠野区）

受賞者を代表して
謝辞を述べる名取さん

感謝状を受け取るいちご団地
管理運営組合の佐藤組合長

橋
元
町
長
か
ら
表
彰
盾
を

受
け
取
る
竹
内
さ
ん

橋
元
町
長
か
ら
表
彰
盾
を

受
け
取
る
佐
藤
哲
夫
さ
ん
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定期運行型の路線図　

予約便運行イメージ

町民バス運賃（使用料）

令和７年１月から町民バスの運行形態が変わります

定期運行型
　利用者が多い時間帯・区間をカバーするため「定時定路線バス」を運行します。

　前月号でお知らせした、現行の町民バス等運行事業の課題
を踏まえて見直しを行い、来月から運行開始する新運行計画
の概要についてお知らせします。
　なお、新運行計画は、現行の町民バスとデマンド型乗合タ
クシーを「町民バス」に統合し、町内全域をカバーする「予
約運行型（予約便・通学便）」と、現状で利用者が多い区間を
路線でカバーする「定期運行型」の２形態で運行します。
　また、新運行は既存の民間地域交通（※）との共存・役割分
担を念頭に、“町内の移動”を支援することを目的とし、令
和７年１月から運行を開始します。
※鉄道、バス、タクシーのほか、福祉有償運送や介護タクシー　など

お願い
　定期運行型は、おおむね10人以
上の乗車実績がみられる、合戦原・
高瀬方面から山下小学校への通学、
およびＪＲ各駅から宮城病院周辺へ
の通勤などをカバーすることを主目
的に、現行の北・中・南の３路線を
廃止し、左記路線のみ現有のバス車
両による定時定路線運行に集約しま
す。
　左記路線外で町民バスを利用され
ていた方は、【予約運行型（予約便）】

【予約運行型（通学便）】への乗換え・
移行をお願いします。
　予約運行型の運行内容などは次の
ページをご覧ください。

　「地域交通案内（旧町民バス等時刻
表）」は年末の文書配達で全戸配布
するほか、町民バス車内、役場町民生
活課、坂元支所で12月中旬頃から配
布します。デマンド型乗合タクシー
利用登録者には直接郵送します。

予約運行型（予約便）（通学便）
　町内の通院や買物、通学などの時間帯に、10人乗り車両（ワゴン車）で
予約に応じ乗合運行します。

　現行のエリア分けを廃止し、予約先を一本化します。予約先は決まり次第お知らせします。

	 予約運行型・定期運行型共通（一律）運賃（使用料）となります。

種　別 一　般 小中高生・75歳以上
普通乗車券 300円 100円
回数乗車券 3,000円（300円券×11枚） 1,000円（100円券×11枚）

定期乗車券
定期運行型および
通学便のみ

1カ月 6,000円 2,000円
3カ月 18,000円 6,000円
6カ月 36,000円 12,000円

未就学児無料（ただし、保護者の同伴が必要。保護者の運賃は必要）
�障害者の方は半額（療育手帳、身体障害者手帳、精神障害者保健福祉手帳をお持ちの方およびその介護人。手帳の提示が必要）
運転免許返納者への減免制度あり。詳しくは、町民生活課生活班まで問い合わせください。

予約運行型（予約便） 予約運行型（通学便）
利用条件 町内に居住し利用登録をされた方 同左＋通学に利用される方
登録場所 役場町民生活課または坂元支所
運 行 日 月～金曜日（土・日、祝日および12月29日 ～ 1月3日を除く）
運行便数 １日６便（最大） １日２便（登校便・下校便）

運行時刻
１便　8:30発　　４便 11:30発
２便　9:30発　　５便 13:30発
３便 10:30発　　６便 14:30発

登校便　 7:00発
下校便　15:30発

運行区域
町内

自宅⇔指定乗降場所および
指定乗降場所⇔指定乗降場所 間

町内
バス停留所⇔各学校前停留所 間

乗降場所 登録者の自宅および
指定乗降場所33カ所 ※１

町民バス停留所（※２）および
各小・中学校前停留所

利用方法 利用したい便を事前に電話予約 ※３ 利用する停留所を事前に登録 ※３

※１　指定乗降場所は「公共施設」「医療機関」「金融機関」などの各施設を指定しています。
※２　既存のバス停留所を乗降場所としてあらかじめ登録していただき、以降は予約不要です。
※３　詳しい予約・登録方法等は、別途配布の「地域交通案内（旧町民バス等時刻表）」または町ホームページでご確認ください。

問 町民生活課 生活班　☎37-1112

運 行 日 月～金曜日（土・日、祝日および12月29日 ～ 1月3日を除く）
運行便数 １日５便
運行路線 １路線〔浜吉田駅～（国道６号沿線・ＪＲ各駅バス停経由）～上平地区間）
運行時間 7：10～17：30
※詳しい時刻表などは別途「地域交通案内（旧町民バス等時刻表）」または町ホームページでご確認ください。

：定期運行型路線
浜吉田駅西

山下駅前

坂元駅前

山下小学校前

山元町役場

山下第一小学校前

ひらたクリニック前

浅生原

太陽ニュータウン

小平

宮城病院北

高瀬交差点

宮城病院 宮城病院前
宮城病院東町民体育館

上平老人憩の家

七十七銀行前

桜塚地区集会所

ふるさとおもだか館前
（坂元支所）

町民バス
デマンド型乗合タクシー

令和７年１月から

町民バス
●予約運行型（予約便・通学便）
●定期運行型

現

新

帰り

行き

予約受付 Aさんのお宅 Bさんのお宅
（指定乗降場所）
目的地電話予約

電話予約

指定乗降場所から自宅

自宅から
指定乗降場所

家族に頼らず
病院へ行けるように
なりました。

寒い日にバス停で待たなくても良くなった！

10人乗り車両イメージ
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保
護
者
・
住
民
説
明
会

開
催
の
お
知
ら
せ

　
町
と
し
て
考
え
る
方
向
性
に

つ
い
て
、
保
護
者
・
住
民
の
方

を
対
象
と
し
た
説
明
会
を
２
月

に
開
催
す
る
予
定
で
す
。

　
説
明
内
容
は
、
再
編
小
学
校

在
り
方
検
討
委
員
会
の
報
告
を

踏
ま
え
、
学
校
形
態
、
施
設
候

補
地（
案
）、
開
校
ま
で
の
お
お

よ
そ
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
す
。

　
日
時
や
場
所
な
ど
、
詳
し
く

は
、
本
紙
１
月
号
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

問	

教
育
総
務
課 

総
務
班

	

☎
37
‒
5
1
1
5

再
編
小
学
校
在
り
方
検
討
に
関
す
る
報
告

　
再
編
小
学
校
在
り
方
検
討
委
員
会
で
は
、
視
察
を
含
め
、
こ
れ
ま
で
計
８
回
の
委
員
会

を
開
催
し
て
検
討
を
重
ね
、
学
校
形
態
、
学
校
施
設
の
形
態
、
学
校
の
特
色
に
関
す
る
意

見
を
報
告
書
に
ま
と
め
、
11
月
16
日
の
最
後
の
委
員
会
後
に
、
委
員
長
か
ら
教
育
長
に
報

告
書
を
手
渡
し
ま
し
た
。

　
意
見
の
概
要
は
、次
の
と
お
り
で
す
。

再
編
小
学
校
在
り
方
検
討
に
関
す
る
報
告

学
校
形
態

ま
と
め

●�

９
年
間
一
貫
し
た
教
育
課
程
に
よ
り
指

導
を
行
う
こ
と
の
で
き
る
小
中
一
貫
教

育
学
校（
小
中
一
貫
校
や
義
務
教
育
学

校
）が
望
ま
し
い
。

課
　
題

●�

小
中
一
貫
校
か
、
義
務
教
育
学
校
か
を

判
断
す
る
こ
と
。

●�

教
育
課
程
の
区
切
り
を
決
め
る
こ
と
。

（
小
・
中
学
校
の
９
年
間
の
区
切
り
を

４
‒
３
‒
２
制
に
す
る
な
ど
）

　
課
題
に
つ
い
て
は
、
判
断
材
料
を
さ
ら

に
収
集
す
る
と
と
も
に
、
町
の
実
情
を
踏

ま
え
、
別
途
、
有
識
者
に
よ
る
検
討
を
行

い
ま
す
。

学
校
施
設
の
形
態

ま
と
め

●�
小
中
一
貫
校
や
義
務
教
育
学
校
な
ど
の

小
中
一
貫
教
育
学
校
を
設
置
す
る
の
で

あ
れ
ば
、
施
設
一
体
型
か
施
設
併
設
型

が
望
ま
し
い
。

●�

特
別
教
室
、
体
育
館
、
校
庭
、
プ
ー
ル
、

保
健
室
な
ど
の
複
数
設
置
が
必
要
で
あ

る
。

課
　
題

●�

施
設
一
体
型
か
施
設
併
設
型
か
を
判
断

す
る
こ
と
。

　
課
題
に
つ
い
て
は
、
既
存
施
設
の
活
用

の
可
否
を
も
と
に
、
町
長
を
含
め
た
再
編

小
学
校
設
置
等
庁
内
委
員
会
で
現
在
検
討

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
11
月
11
日
、
㈱
オ
オ
ツ
ボ
ス
ポ
ー
ツ
の

大
坪
征
一
代
表
取
締
役
が
来
庁
し
、
町
の

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
に
対
す
る
寄
付
金
30
万

円
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

同
社
か
ら
は
平
成
29
年
度
か
ら
毎
年
、

計
７
回
に
わ
た
り
合
計
２
１
０
万
円
を
い

た
だ
い
て
お
り
、
今
回
で
８
回
目
の
寄
付

と
な
り
ま
す
。

　
今
年
度
は
こ
れ
ま
で
い
た
だ
い
た
寄
付

金
を
活
用
し
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
事
業

と
し
て
、
12
月
８
日
に
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
体
操
代
表
選
手
の
亀
山
耕
平
さ
ん
を
講

師
に
迎
え
、
ス
ポ
ー
ツ
講
演
会
と
体
操
教

室
を
開
催
し
ま
す
。

　
山
元
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
で
は
、
引
き

続
き
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
活
動
の
充
実

や
子
ど
も
た
ち
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
を
図
る

た
め
、
健
や
か
な
成
長
に
寄
与
で
き
る
よ

う
各
種
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

問	

生
涯
学
習
課 

生
涯
学
習
班

	

☎
36
‒
８
９
４
８

　
10
月
28
日
、宮
城
病
院
に
お
い
て「
山
元

町
お
よ
び
亘
理
町
な
ら
び
に
宮
城
病
院
と

の
相
互
協
力
協
定
に
基
づ
く
意
見
交
換
会
」

を
開
催
し
ま
し
た
。

　
こ
の
意
見
交
換
会
は
、平
成
27
年
10
月

に「
保
健
・
医
療
・
福
祉
の
分
野
に
関
す
る

相
互
協
力
協
定
」を
締
結
し
て
以
降
、今
年

で
10
回
目
を
迎
え
ま
し
た
。

　
意
見
交
換
会
で
は
、亘
理
郡
内
に
お
け

る
救
急
医
療
体
制
や
両
町
の
乳
幼
児
健
診

で
の
小
児
科
医
の
派
遣
の
継
続
要
望
と
と

も
に
、地
域
医
療
の
中
核
を
担
う
宮
城
病

院
敷
地
内
の
環
境
整
備
事
業
な
ど
、地
域

医
療
や
健
康
づ
く
り
の
推
進
に
つ
い
て
情

報
交
換
を
行
い
ま
し
た
。引
き
続
き
、三
者

の
連
携
強
化
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

問	

保
健
福
祉
課 

健
康
推
進
班

	

☎
37
‒
１
１
１
３

　
亘
理
高
等
学
校
と
㈱
武
進（
和
風
レ
ス
ト
ラ

ン
田
園
）、
町
と
の
連
携
に
よ
り
、
町
の
特
産

品
や
食
材
を
使
用
し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
弁
当
「
春

待
ち
御
膳
」
が
完
成
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
三
者
が
一
体
と
な
り
６
次
産
業
化

事
業
を
推
進
し
、
新
た
な
ブ
ラ
ン
ド
商
品
の
創

設
に
つ
な
げ
る
こ
と
を
目
的
に
昨
年
か
ら
取
り

組
ん
で
き
た
も
の
で
す
。

　
11
月
13
日
に
は
、生
徒
や
関
係
者
を
対
象
と

し
た
お
披
露
目
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。㈱
武

進
の
菅
野
武
貴
取
締
役
は「
町
に
恩
返
し
が
し

た
い
と
い
う
思
い
か
ら
、喜
ん
で
引
き
受
け
ま

し
た
」と
話
し
、亘
理
高
等
学
校
の
橋
浦
勉
教
頭

も「
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
も
形
に
な
っ
た
こ
と

は
生
徒
た
ち
の
体
験
と
し
て
深
い
学
び
に
な
り

ま
し
た
」と
話
し
ま
し
た
。

　
お
弁
当
は
、
12
月
7
日
か
ら
農
水
産
物
直
売

所「
や
ま
も
と
夢
い
ち
ご
郷
」で
販
売
し
ま
す
。

初
日
は
、生
徒
が
店
頭
に
立
つ
予
定
で
す
の
で
、

ぜ
ひ
、
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

問	

商
工
観
光
交
流
課

	

商
工
振
興
班	

　

	

☎
36
‒
９
８
３
７

　
「
障
害
者
週
間
」
と
は
、
障
害

の
有
無
に
関
わ
ら
ず
、
相
互
に
人

格
と
個
性
を
尊
重
し
合
い
な
が
ら

共
生
す
る
社
会
の
実
現
に
向
け
、

国
民
の
間
に
地
域
社
会
で
の
共
生

や
差
別
の
禁
止
な
ど
に
関
す
る
関

心
と
理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
、

社
会
、
経
済
、
文
化
そ
の
他
あ
ら

ゆ
る
分
野
の
活
動
へ
の
障
害
者
の

参
加
を
促
進
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
、
障
害
者
基
本
法
に
定
め
ら

れ
て
い
る
も
の
で
す
。

　
障
害
は
、
生
ま
れ
た
時
か
ら
あ

る
人
も
い
れ
ば
、
病
気
や
事
故
、

あ
る
い
は
年
を
取
る
こ
と
に
よ
っ

て
発
生
す
る
場
合
も
あ
り
、
誰
に

で
も
生
じ
る
可
能
性
の
あ
る
身
近

な
も
の
で
す
。
そ
し
て
、
障
害
に

は
さ
ま
ざ
ま
な
種
類
が
あ
り
、
そ

の
人
ご
と
に
状
況
は
違
い
ま
す
。

　
地
域
で
共
に
暮
ら
し
、
み
ん
な

で
支
え
合
う「
共
生
社
会
」
を
実

現
す
る
た
め
、
一
人
一
人
が
で
き

る
こ
と
か
ら
実
行
し
て
み
ま
せ
ん

か
。

問	

保
健
福
祉
課 

福
祉
班　

	

☎
37
‒
１
１
１
３

㈱
オ
オ
ツ
ボ
ス
ポ
ー
ツ
か
ら

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
に
寄
付

山
元
町
・
亘
理
町
が

宮
城
病
院
と
の
連
携
を
強
化

町
の
魅
力
が
詰
ま
っ
た

オ
リ
ジ
ナ
ル
弁
当
を
開
発・販
売

12
月
３
日
～
９
日
は

障
害
者
週
間
で
す

意見交換を行った
橋元町長、安藤宮城病院長、山田亘理町長

目録を手渡す
大坪代表取締役と橋元町長

学
校
の
特
色

ま
と
め

●�

今
後
、
再
編
す
る
学
校
の
教
育
課
程
を
編
成

す
る
際
に
、
左
記
を
参
考
に
、
山
元
町
に
ふ

さ
わ
し
い
特
色
あ
る
教
育
活
動
と
な
る
よ
う

検
討
す
る
こ
と
を
期
待
す
る
。

参
考
に
す
べ
き
事
項

●�

本
町
が
目
指
す
子
ど
も
像
の
具
現
化
に
向

け
、
し
っ
か
り
と
し
た
計
画
を
も
と
に
取
り

組
む
。

●�

伝
統
文
化
の
継
承
、
地
域
の
産
業
、
地
域
と

の
関
わ
り
、
防
災
学
習
な
ど
に
取
り
組
む
。

●�

小
・
中
学
校
の
合
同
に
よ
る
行
事
を
実
施
す

る
。

●�

他
地
域
、
他
校
、
他
学
年
な
ど
と
の
交
流
学

習
を
推
進
す
る
。

　
特
色
あ
る
教
育
活
動
に
つ
い
て
は
、
令
和
９

年
４
月
か
ら
予
定
さ
れ
て
い
る
再
編
す
る
学
校

の
準
備
委
員
会
で
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

お披露目会に出席した
家政科３年生の生徒

販売期間
12月7日~

2月24日
土・日、祝日
（限定20食）

完成したお弁当「春待ち御膳」完成したお弁当「春待ち御膳」



第10回「山元町の魅力発見」入賞作品が決定

　町ホームページ「やまもとNOW」やFacebook・
Instagram（アカウント名：ヤマモトイロ）では、
町の旬な情報を発信しています。
　いちごやりんご、ホッキ貝などの特産品のほ
か、イベントや観光スポット、歴史や文化、四季
折々の風景や話題など、町の魅力を紹介してい
ます。ぜひご覧ください。

町の旬な情報を発信しています

 問 	商工観光交流課
観光交流推進班
☎ 36-9837

ヤマモトイロ 検索

Facebook Instagram

町職員の給与などを公表します
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Yamamoto Information Yamamoto Information

　10月29日に「すばらしいやまもとを創る協議会」主催の第10回「山元町の魅力発見」審査会が行われ、
応募作品（絵画53点、標語73点）の中から、それぞれ入賞作品が決定しました。入賞作品は町のＰＲなど
に利用させていただきます。たくさんのご応募、ありがとうございました。

避難訓練を実施しました
　11月21日に、地震と津波を想定した避難訓練を
実施しました。訓練では、マニュアルを基に、来館者
の避難誘導手順などを確認したほか、山下第一小
学校に協力をいただき実践形式で避難
誘導を実施しました。
■入館者数（9月・10月）	 3,929人
■総入館者数（10月末現在）	 83,966人

問 生涯学習課 生涯学習班　☎36-8948

問 生涯学習課 生涯学習班　☎36-8948

問 総務課 総務班　☎37-1111

震災遺構中浜小学校からのお知らせ
yamamotoshinsaiikou

標語部門

標語部門

標語部門

絵画部門 絵画部門

「みんな　かがやけ　やまもとちょう」
山下第二小学校４年

齋
さいとう

藤心
み

咲
さき

さん（つばめの杜東区）

「ホッキー君と
ハッピー山元町」

山下第二小学校３年
横
よこやま

山絢
あや

萠
め

さん
（つばめの杜西区）

「輝く町　山元町」
山元中学校２年
伊
い

藤
とう

和
わ か な

奏さん
（中山区）

「キラッキラ
コダナリエ」　

丹
たん

野
の

惠
え み こ

美子さん
（大平区）

「ボクの元気は
山元町の体にいいたべものと

水や空気のおかげです。」
山下小学校２年　髙

たかはし

橋柚
ゆず

吏
り

さん（鷲足区）

応募作品展示スケジュール
11月29日～12月26日
　つばめの杜ひだまりホール
1月7日～30日
　ふるさとおもだか館

「来て！見て！たべて！
やまもりえがおになれる町　山元町」

山下第二小学校２年　三
み

浦
うら

悠
ゆう

瑚
ご

さん（つばめの杜東区）

「山の風、海の風、恵みの風が吹く山元町」
佐
さ

藤
とう

静
しず

子
こ

さん（花釜区）

　町職員の給与や人事行政の運営などの状況をお知らせします。

１　令和5年度人件費の状況（普通会計決算）
住民基本
台帳人口
R6.3.31

現在

歳出額
(A)

実質
収支

人件費
(B)

人件
費率
(B/A)

（参考）
令和

4年度の
人件費率

人

11,516

万円

825,945

万円

22,151

万円

153,513

％

18.6

％

13.0
(注)�人件費には、特別職に支給される給与、報酬などを含み

ます。

２　令和5年度職員給与費の状況（普通会計決算）

職員数
(A)

給与費 1人
当たり
給与費
(B/A)

給料 職員手当 期末・
勤勉手当

計
(B)

人

168

万円

57,416

万円

10,890

万円

21,097

万円

89,403

万円

532
(注)１	職員手当には退職手当を含みません。
	 ２	職員数は令和5年4月1日現在です。

３　特別職の報酬などの状況（令和6年4月1日現在）
区　分 給料月額等 期末手当支給割合

町　長 給料 828,000円
	 6月期	 1.700月分
	12月期	 1.700月分
	 計	 3.40月分

副町長 〃 627,000円

教育長 〃 522,000円

議　長 報酬 311,000円
	 6月期	 1.700月分
	12月期	 1.700月分
	 計	 3.40月分

副議長 〃 261,000円

議　員 〃 251,000円

４　職員の初任給の状況（令和6年4月1日現在）
区　　分 山元町 宮城県 国

一般行政職
大学卒 196,200円 203,800円 196,200円

高校卒 166,600円 172,000円 166,600円

技能労務職
高校卒 164,000円 170,200円 164,000円

中学卒 147,100円 156,400円 －

５	職員の平均年齢・平均給料月額および
	 平均給与月額の状況（令和6年4月1日現在）
(1)一般行政職

区　分 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額

山元町 42.7歳 305,200円 378,200円

宮城県 42.3歳 321,390円 413,589円

(2)技能労務職
区　分 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額

山元町 55.8歳 251,000円 259,200円

宮城県 53.2歳 298,719円 334,548円

(注) �平均給与月額は、給料に扶養手当、通勤手当、住居手当、
管理職手当、時間外勤務手当（選挙および災害に係る手
当を除く）、特殊勤務手当などを加えたものです。

6　職員数の状況
区  分 条例定数 R5.4.1現在 R6.4.1現在

町長の事務部局 214人 143人 137人

議会　　〃 4人 2人 2人

教育委員会 〃 38人 27人 26人

農業委員会 〃 4人 3人 3人

公営企業の企業職員 10人 7人 7人

合　　計 270人 182人 175人

(注)�１	�職員数は毎年度総務省に報告する「地方公共団体定
員管理調査」の数値です。

	 ２	�公営企業の企業職員数は、水道事業と下水道事業の
職員数を合算した数値です。

7　職員の勤務時間（令和6年4月1日現在）
1週間の勤務時間 開始時刻 終了時刻 休憩時間

38時間45分 8:30 17:15 12:00～13:00

(注) ��勤務場所によっては、上記と異なった勤務体制の場合
があります。

Instagram

山元町の魅力発見大賞 山元町の魅力発見賞



会計年度任用職員　採用希望登録者募集

子ども・子育てイベント情報子ども・子育てイベント情報 !!!!

NPONPO法人子育てひろば夢ふうせんイベント法人子育てひろば夢ふうせんイベント
 問 	☎080-2813-3695（佐藤）

【掲載情報の見方】　時日時　場  場所　講   講師　対   対象　定   定員　持   持ち物　申   申し込み　問   問い合わせ

子育てサロン子育てサロン 12月のお誕生会12月のお誕生会

マタニティヨガ　心と体のリフレッシュヨガマタニティヨガ　心と体のリフレッシュヨガ
～ママのホルモンバランスについて～～ママのホルモンバランスについて～

 問 	こどもセンター　☎36-7251
年始行事のお知らせ

15 広報やまもと2024.12月号 広報やまもと2024.12月号 14

“子育てするなら山元町”   子育てイベント情報
Yamamoto Information

１　勤務条件など
(1)各種保険	� 勤務条件などにより、地方公務員共済、厚生年金、雇用保険、非常勤職員公務災害補償などに加入

となります。
(2)そ の 他	 条件により、通勤手当、期末・勤勉手当(6月・12月)などを支給します。

２　登録・選考方法
(1)登録方法	 �町ホームページから指定の申込用紙を取得し、必要事項を記入の上、
	 子育て定住推進課に提出してください。(随時登録可・郵送可)　
	 【郵送先】〒989-2292　山元町浅生原字作田山32「子育て定住推進課」宛て
(2)選考方法	 書類審査および面接により選考します。(詳細は申し込み時に説明します)
	 ※希望する方は登録手続きをお願いします。なお、登録しても必ず採用されるとは限りません。
	 ※必要資格などの条件が合致する場合は、複数の職種に登録することができます。

職種 職務内容 募集
人数

任用
期間 必要資格など 主な

勤務場所 給料(報酬)額 勤務時間など 問い合わせ課

保育士 保育業務
（フルタイム）１人

R7.2.1
～

R7.3.31

保育士、幼稚園教
諭、小学校教諭、
養護教諭、看護師、
准看護師のいずれ
かの資格を有する
方

つばめの杜
保育所

月額
162,100円～
199,400円

月～土
(うち週5日)
7:15～19:15
(うち7時間45分)

子育て
定住推進課
☎36-9835

町HP

　日本地図パズルやごっこランド、スクラッチやコ
マコマなどのプログラミングアプリでも遊べます。
時 	 1/７（火）
	 14：00～15：00 
場 	 こどもセンター
対 	 町内小学生
申 	 不要

時 	 1/10（金）
	 10：00～11：30
場 	 こどもセンター
対 	 未就園児
申 	 不要

　こまを作ってお正月遊びを楽しみましょう。
時 	 1/14（火）～1/17（金）
	 10：00～11：30
場 	 こどもセンター
対 	 町内未就園児
申 	 不要　

親子であそぼう親子であそぼう～トランポリン～～トランポリン～

親子で作ろう親子で作ろう～アンパンマンこま～～アンパンマンこま～

　妊婦さんも無理なく行うことができるマタニティ
ヨガです。癒しの時間を過ごしてみませんか。　
時 	 12/17（火）　10：00～11：30 
場 	 こどもセンター
講 	 ヨガインストラクター　大坪恵さん
対 	 町内在住の妊娠20～32週の方
　　※母子ともに健康で医師の同意が得られる方
定 	 10人（先着順）
	 ※託児あり。申し込み時にお伝えください。
持 	 飲み物、バスタオル、動きやすい服装
申 	 12/13（金）

時 	 12/21（土）　9：30～11：00
場 	 こどもセンター
講 	 元小学校教員　星禮子さん
対 	 町内の小学3年生～6年生
定 	 10人（先着順）
申 	 各小学校から配布されたチラシをご覧ください。

書初め練習会書初め練習会

　簡単なおやつ作りをして皆さんと一緒にいただき
ます。大人も子どももおやつを食べながらおしゃべ
りをして、ちょっと休憩してみませんか。
時 	 12/20（金）
	 10：00～12：00
場 	 こどもセンター
対 	 未就学児とその保護者
申 	 不要

　参加した皆さんで12月生まれのお子さんをお祝
いします。誕生月のお子さんには手形と当日撮影し
た写真をプレゼントします。
時 	 12/24（火）
	 10：00～11：00
場 	 こどもセンター
対 	 未就学児
申 	 不要

ｉＰａｄであそぼうｉＰａｄであそぼう 山元町消防出初式
　新年にあたり、消防団員、女性防火クラブ員が一堂に会し、
安全祈願と士気高揚を目的とした消防出初式を開催します。
日時　1月12日（日）　10：00～11：00
場所　町民グラウンド
※�当日8時にサイレンを吹鳴しますので、火災と間違わな

いようご注意ください。
問 総務課 危機管理班　☎37‒1111

山元町二十歳を祝う会
日時　1月12日（日）　14：00～ （受付 13：20～13：50）
場所　つばめの杜ひだまりホール1階　文化研修ホール
内容　�式典、二十歳を祝う会実行委員会によるアトラク

ション、記念撮影
※�12月上旬に、11月末時点で山元町に住民票のある方に

案内状を送付します。
なお、町外にお住ま
いの方も案内状がな
くても出席できます
ので、受付でお申し
出ください。

問 生涯学習課 生涯学習班　☎36‒8948
10月から準備を進めている実行委員の皆さん

山元町町制施行70周年記念
新春賀詞交歓会

　令和7年2月1日、山元町町制施行70周
年という記念すべき日を迎えます。
　町関係者が一堂に会し、関係各位のご多
幸を願うとともに、町制施行70周年を記
念し、町主催の「新春賀詞交歓会」を次の
とおり開催します。
　ご招待者以外で参加を希望される方は、
総務課までお申し込みください。
日 時　1月9日（木）　10：30
場 所　つばめの杜ひだまりホール
　　　　1階　文化研修ホール
参加費　500円
　　　　※当日、受付でお支払いください。
定 員　50人（先着順）
申し込み方法
　電話またはFAX（37‒4144）で総務課へ
お申し込みください。後日、招待券を郵送
します。
申込期限　12月18日（水）

問 総務課 総務班　☎37‒1111



こちら山元町駐在所

駐在さん通信
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くらしの情報 みんなでつくる　 元気やまもと

道
路
の
除
融
雪
作
業
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

　
町
で
は
、
降
雪
時
の
安
全
で

円
滑
な
道
路
交
通
を
確
保
す
る

た
め
、
委
託
業
者
お
よ
び
町
職

員
に
よ
る
除
融
雪
体
制
を
整
え

て
い
ま
す
。

　
除
融
雪
作
業
は
通
常
10
㌢
程

度
の
積
雪
を
目
安
に
出
動
し
、

で
き
る
限
り
通
勤
・
通
学
の
時

間
帯
ま
で
に
作
業
を
終
了
す
る

よ
う
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
円
滑
に
作
業
が
進
め
ら
れ
る

よ
う
次
の
点
に
、
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
路
上
駐
車
は
、
作
業
に
大
き

な
支
障
を
き
た
し
ま
す
。
道
路

幅
が
狭
く
な
り
交
通
渋
滞
や
交

通
事
故
な
ど
作
業
が
遅
れ
る
原

因
に
な
り
ま
す
。
絶
対
に
路
上

駐
車
を
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
道
路
脇
の
樹
木
な
ど

が
雪
の
重
み
で
道
路
に
覆
い
か

ぶ
さ
り
、
作
業
を
妨
げ
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
樹
木
の
所
有
者

は
、
事
前
に
伐
採
す
る
な
ど
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
除
雪
車
が
通
っ
た
後

は
乗
入
口
な
ど
に
雪
が
残
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
が
、
通
勤
や
通

学
時
間
帯
ま
で
に
交
通
を
確
保

す
る
た
め
短
時
間
で
の
作
業
と

な
り
ま
す
。

　
各
家
庭
で
の
除
雪
に
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

問	

建
設
課 

施
設
管
理
班

　
☎
37
‒
５
１
１
１

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に

関
す
る
延
長
窓
口
を
開
設

　
役
場
お
よ
び
坂
元
支
所
で

は
、
開
庁
時
間
内
に
来
庁
で
き

な
い
方
の
た
め
に
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
に
関
す
る
延
長
窓

口
を
開
設
し
ま
す
。

日
時　
１
月
９
日
㈭

　
　
　
17
時
15
分
～
19
時

場
所　
山
下
地
区
…
町
民
生
活
課

　
　
　
坂
元
地
区
…
坂
元
支
所

内
容

○�

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申

請
サ
ポ
ー
ト

○
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
交
付

○�

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
保

険
証
利
用
登
録
サ
ポ
ー
ト　

○�

電
子
証
明
書
の
有
効
期
限
の

更
新
手
続
き　
な
ど

問	

町
民
生
活
課 

窓
口
班

　
☎
37
‒
１
１
１
２

　
坂
元
支
所

　
☎
38
‒
０
３
０
１

「
よ
り
ど
こ
ろ
サ
ロ
ン
」　

認
知
症
予
防
カ
フ
ェ

　
地
域
の
方
が
気
軽
に
集
い
、

人
と
人
と
の
和
を
築
き
な
が
ら

交
流
す
る
場
所
で
す
。

　
ミ
ニ
講
話
や
創
作
活
動
、
体

操
や
ゲ
ー
ム
な
ど
、
脳
ト
レ
を

企
画
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
お
越

し
く
だ
さ
い
。

坂
元
会
場

日
時　
12
月
16
日
㈪

　
　
　
10
時
～
12
時

場
所　
ふ
る
さ
と
お
も
だ
か
館

　
１
階　
会
議
室
１

山
下
会
場

日
時　
12
月
23
日
㈪

　
　
　
10
時
～
12
時

場
所　
つ
ば
め
の
杜
ひ
だ
ま
り

　
ホ
ー
ル
３
階　
会
議
室
５

※
参
加
費
無
料
、申
し
込
み
不
要

問	

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー　

	

☎
37
‒
１
１
７
１

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

入
会
説
明
会

日
時　
12
月
10
日
㈫
・
17
日
㈫

　
　
　
10
時
～
11
時

場�

所　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
会
議
室

入
会
条
件

○�

本
町
に
居
住
す
る
原
則
60
歳

以
上
の
健
康
で
働
く
意
欲
が

あ
る
方

○�

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の

趣
旨
を
理
解
し
賛
同
す
る
方

主
な
就
業
内
容

　
屋
内
清
掃
、
屋
外
清
掃
、
植

木
剪せ

ん
て
い定
、
手
取
り
除
草
、
草
刈

り
、
農
作
業
補
助　
な
ど

問	（
一
社
）山
元
町
シ
ル
バ
ー

	

人
材
セ
ン
タ
ー

　
☎
36
‒
９
２
１
１

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

利
用
料
金（
配
分
金
）

改
定
の
お
知
ら
せ

　
宮
城
県
最
低
賃
金
の
改
正
に

伴
い
、
11
月
１
日
か
ら
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
利
用
料
金

（
配
分
金
）を
改
定
し
ま
し
た
。

依
頼
ご
と
に
お
見
積
り
な
ど
で

提
示
し
ま
す
。

最
低
額　
９
８
０
円
～

問	（
一
社
）山
元
町
シ
ル
バ
ー

	

人
材
セ
ン
タ
ー

　
☎
36
‒
９
２
１
１

くらしの
情
報町からの情報は●～●

ページにも記載してい
ますので、併せてご覧
ください。

くらしの
情
報町からの情報は8～

14ページにも掲載し
ていますので、併せて
ご覧ください。

お
し
ら
せ

お
し
ら
せ

くらしの
情
報町からの情報は●～●

ページにも記載してい
ますので、併せてご覧
ください。

くらしの
情
報町からの情報は6～

14ページにも掲載し
ていますので、併せて
ご覧ください。

お
し
ら
せ

お
し
ら
せ

骨粗しょう症検診のお知らせ骨粗しょう症検診のお知らせ

子宮がん検診追加検診のお知らせ子宮がん検診追加検診のお知らせ

問 保健福祉課 健康推進班　☎37-1113

問 保健福祉課 健康推進班　☎37-1113

　骨は40歳を迎える頃から次第に弱くなり、特に女性は閉経後に急速に骨量が減少し7割が骨粗しょう症
になるといわれています。さらに高齢者になると、骨折したことをきっかけとして長期入院となり、寝た
きりや介護が必要な状態になることが少なくありません。
　町では、下記の年齢の方を対象に、「骨粗しょう症検診」を実施していますので、この機会にぜひ受診
しましょう。
対 象 者　�令和6年11月1日現在、町内に住所を有する方で、41歳・46歳・51歳・56歳・61歳・66歳・

71歳の女性（対象年齢は令和６年度中の年齢です）
検 診 期 間　12月2日（月）～2月28日（金）
個人負担金　山元町国民健康保険にご加入の方　無料
　　　　　　上記以外の方　900円
実施医療機関　浅生原クリニック・ひらたクリニック・松村クリニック・宮城病院
※対象者には個別通知をしています。

　12月10日から12日までに子宮がん検診を受診できない方は、下記の医療機関で個別検診を受診するこ
とができます。希望する方は、直接、検診実施医療機関に予約の上、受診してください。
検 診 期 間　12月16日（月）～１月31日（金）
個人負担金　山元町国民健康保険および後期高齢者医療制度にご加入の方：無料
　　　　　　上記以外の方：3,100円
持 ち 物　�受診票、マイナンバーカード（健康保険証または資格確認書）、検診無料クーポン券（お持ち

の方）、自己負担金（必要な方）
実施医療機関　スズキ記念病院	 岩沼市里の杜3-5-5	 ☎23-3111　※Webまたは電話予約
　　　　　　山本クリニック	 岩沼市中央1-3-12	 ☎22-2773　※Webまたは電話予約
　　　　　　スマイル結城クリニック	 岩沼市中央3-4-16	 ☎36-9380　※Web予約のみ

幼児（２歳児）歯科健診でむし歯のないお子さん幼児（２歳児）歯科健診でむし歯のないお子さん
（10月 17日実施分）

行政区 氏　　名

八手庭 渡
わたなべ 	


邊　陽
ひ な た

奏 ちゃん
横山 有

あ り

馬
ま

　穂
み す ず

紗 ちゃん
鷲足 南

なんじょう

城　蒼
あ お ぞ ら

空 ちゃん
山下 青

あ お

田
た

　唯
ゆ い か

楓 ちゃん
山下 芦

あ し

名
な

　倖
ゆ き あ

昂 ちゃん
山下 太

お お

田
た

　楓
ふ う と

翔 ちゃん

行政区 氏　　名

山下 齋
さ い と う

藤　玲
れ わ

杷 ちゃん
山下 細

ほ そ か わ

川　瑛
あ き と

士 ちゃん
山下 八

や

島
し ま

　凛
り ま

茉 ちゃん
山下 横

よ こ や ま

山　  凛
り ん

  ちゃん
つばめの杜西 渋

し ぶ

谷
や

　美
み ゆ

結 ちゃん
つばめの杜東 八

や

巻
ま き

　心
み あ

娃 ちゃん

行政区 氏　　名

高瀬 渡
わ た な べ

邊　希
き さ

咲 ちゃん
町 岩

い わ

佐
さ

　莉
り の

希 ちゃん
町 齋

さ い と う

藤　心
こ は る

春 ちゃん
町 鈴

す ず

木
き

　惹
ひ せ

晶 ちゃん
磯 後

ご

藤
と う

　糸
し の

乃 ちゃん

強
盗
に
発
展
す
る
か
も
？

そ
ん
な
不
審
電
話
に

ご
注
意
を
！

不
審
電
話
の
内
容

　
警
察
官
を
装
っ
て
、携
帯
電

話
な
ど
に「
あ
な
た
が
関
わ
っ

て
い
る
事
件
の
こ
と
で
聞
き
た

い
こ
と
が
あ
る
。出
頭
で
き
な

い
場
合
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
取
り
調
べ

る
」な
ど
と
不
安
を
あ
お
り
、Ｓ

Ｎ
Ｓ
の
テ
レ
ビ
電
話
に
誘
導
。

テ
レ
ビ
通
話
し
な
が
ら
、個
人

情
報（
住
所
、氏
名
、生
年
月
日
、

家
族
構
成
）や
開
設
し
て
い
る

口
座
情
報
な
ど
を
聞
い
た
り
、

家
の
中
を
撮
影
し
た
り
す
る
よ

う
指
示
さ
れ
る
。

防
犯
対
策

　
特
殊
詐
欺
や
強
盗
犯
に
よ
る

下
調
べ
の
た
め
の
電
話
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

○�

未
登
録
や
知
ら
な
い
番
号
の

電
話
に
は
出
な
い
！

○�

電
話
の
相
手
の
求
め
に
は
絶

対
に
応
じ
な
い
！

問	

山
下
駐
在
所	

☎
37‒０
０
２
４

	

山
下
駅
前
駐
在
所	

☎
37‒２
５
５
２

	

坂
元
駐
在
所	

☎
38‒０
３
２
９
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北
海
道
・
三
陸
沖

後
発
地
震
注
意
情
報
が

発
表
さ
れ
た
ら
？

　
令
和
６
年
８
月
８
日
、
運
用

開
始
以
来
、
初
の
南
海
ト
ラ
フ

地
震
臨
時
情
報（
巨
大
地
震
注

意
）が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
情
報
の
発
表
中
に
は
、

関
東
か
ら
九
州
の
各
地
で
は
、

日
頃
か
ら
の
地
震
へ
の
備
え
の

再
確
認
な
ど
が
呼
び
掛
け
ら
れ

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
北
海
道
・

三
陸
沖
後
発
地
震
注
意
情
報
が

発
表
さ
れ
た
際
に
町
に
呼
び
掛

け
ら
れ
る
内
容
と
同
じ
で
す
。

　
こ
の
機
会
に
、
適
切
な
行
動

を
と
れ
る
よ
う
情
報
を
再
確
認

し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

問	

仙
台
管
区
気
象
台

☎
0
2
2‒2
9
7‒8
1
7
1

被
災
者
の
安
定
的
な
雇
用

の
創
出
を
支
援
し
ま
す

　
県
で
は
、
東
日
本
大
震
災
で

被
災
し
た
方
を
雇
用
す
る
、
県

内
沿
岸
部
の
中
小
企
業
者
を
対

象
と
し
て
、「
宮
城
県
事
業
復

興
型
雇
用
創
出
助
成
金
」
を
支

給
し
、
雇
入
れ
の
支
援
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　
申
請
に
は
一
定
の
要
件
が
あ

り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
県
雇
用

対
策
課
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

い
た
だ
く
か
、
左
記
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

助
成
金
額　

　
労
働
者
１
人
当
た
り
３
年
間

で
最
大
１
２
０
万
円（
１
事
業
所

当
た
り
総
額
２
千
万
円
が
上
限
）

受
付
期
間　

　
12
月
６
日
㈮
～

令
和
７
年
１
月
16
日
㈭

問	

宮
城
県
雇
用
対
策
課

☎
０
２
２‒７
９
７‒４
６
６
１

県
実
証
事
業
で「
み
や
ぎ

ポ
イ
ン
ト（
み
や
ポ
）」

３
千
円
分
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

　
デ
ジ
タ
ル
身
分
証
ア
プ
リ

「
ポ
ケ
ッ
ト
サ
イ
ン
」を
登
録

し
、県
内
に
住
民
登
録
が
あ
る

方
に
抽
選
で
、
県
内
の
ス
ー

パ
ー
、コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト

ア
、ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
な
ど
で

利
用
で
き
る
３
千
円
相
当
の
ポ

イ
ン
ト
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

　
な
お
、参
加
に
は
、ア
プ
リ
の

動
作
が
可
能
な
ス
マ
ホ
と
、本

人
認
証
の
た
め
の
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
が
必
要
と
な
り
ま

す
。

※�

ポ
イ
ン
ト
付
与
は
、
別
途
リ

リ
ー
ス
さ
れ
る
自
然
災
害
避

難
支
援
ア
プ
リ
の
登
録
後
と

な
り
ま
す
。

実
施
期
間

抽
選
期
限　
1
月
25
日
㈯

※�

外
れ
た
方
を
対
象
に
、
１
月

31
日
㈮
に
再
抽
選
を
実
施

ポ
イ
ン
ト
利
用
期
間

　
１
月
６
日
㈪
～
２
月
末
日

登
録
相
談
会

　
県
内
の
各
地
で
、
ア
プ
リ
の

利
用
方
法
な
ど
を
説
明
す
る
相

談
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、県
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ「
み
や
ポ
総
合
サ
イ
ト
」ま
た

は
、電
話
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※�

祝
日
と
年
末
年
始
を
除
く
10

時
か
ら
17
時
30
分
受
付

問	�

宮
城
県
宮
城
推
進
室

	

商
工
企
画
班

	

ポ
イ
ン
ト
利
用
者
向
け
窓
口

☎
０
１
２
０‒１
１
０‒０
０
９

宮
城
県
最
低
賃
金
改
正

の
お
知
ら
せ

　

県
内
の
事
業
場
で
働
く
全

て
の
労
働
者（
臨
時
、
パ
ー
ト
、

ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
を
含
む
）に
適

用
さ
れ
る
宮
城
県
最
低
賃
金

が
、
次
の
と
お
り
改
正
さ
れ
ま

し
た
。
次
の
①
か
ら
③
の
業
種

に
該
当
す
る
事
業
場
で
働
く
労

働
者
に
は
、
特
定
最
低
賃
金
が

適
用
さ
れ
ま
す
。

宮
城
県
最
低
賃
金　

時
間
額　
９
７
３
円

発
効
日　
10
月
１
日

特
定
最
低
賃
金

①
鉄
鋼
業　
　
　
　
　

時
間
額　
１
０
５
９
円

発
効
日　
12
月
15
日

②�

電
子
部
品
･
デ
バ
イ
ス
･
電

子
回
路
、
電
気
機
械
器
具
、

情
報
通
信
機
械
器
具
製
造
業

時
間
額　
１
０
１
２
円

発
効
日　
12
月
15
日

③
自
動
車
小
売
業　
　

時
間
額　
１
０
３
６
円

発
効
日　
12
月
15
日

問	�

宮
城
労
働
局
賃
金
室

☎
０
２
２‒２
９
９‒８
８
４
１

盲
ろ
う
者
向
け

生
活
訓
練
の
お
知
ら
せ

　
聞
こ
え
に
く
く
て
見
え
に
く

い
、
聞
こ
え
な
く
て
見
え
に
く

い
、
聞
こ
え
に
く
く
て
見
え
な

い
、
聞
こ
え
な
い
見
え
な
い
、

そ
の
よ
う
な
盲
ろ
う
者
の
障
害

の
程
度
や
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た

通
訳
･
介
助
の
支
援
を
受
け
な

が
ら
、
日
常
生
活
や
社
会
生
活

に
必
要
な
知
識
や
技
術
の
習
得

を
目
的
と
し
て
開
催
し
ま
す
。

日
時　
1
月
18
日
㈯　

　
　
　
13
時
～
15
時

場�

所　
み
や
ぎ
ハ
ー
ト
フ
ル
セ

ン
タ
ー
２
階　
大
会
議
室
２

テ�

ー
マ　
先
天
性
盲
ろ
う
者
と

し
て
生
ま
れ
て

講
師　
東
京
盲
ろ
う
者
友
の
会

　
理
事　
森
敦
史
氏

内
容　
生
ま
れ
つ
き
目
と
耳
が

不
自
由
な
森
さ
ん
は
、
筑
波
技

術
大
学
で
事
務
や
研
究
支
援
を

し
て
い
ま
す
。
先
天
性
盲
ろ
う

者
と
し
て
の
経
験
や
当
事
者
と

し
て
望
ん
で
い
る
こ
と
な
ど
を

お
話
し
い
た
だ
き
ま
す
。

申
し
込
み
方
法

　
１
月
６
日
㈪
ま
で
に
①
お
名

前
②
必
要
な
通
訳
・
介
助（
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
方
法
）③
連

絡
先
を
明
記
し
、
左
記
ま
で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問	�

宮
城
県
聴
覚
障
害
者
情
報
セ

ン
タ
ー（
み
み
サ
ポ
み
や
ぎ
）

☎
０
２
２‒３
９
３‒５
５
０
１

０
２
２‒３
９
３‒５
５
０
２

	
info@mimisuppo-miyagi.org

北海道・三陸沖後発
地震注意情報

南海トラフ地震臨時情報

県HP

日程と会場は
県HPで公開

相
談

温
か
な
対
話
に
よ
る
無
料

相
談「
ほ
っ
！
と
相
談
」

　
心
の
ケ
ア
の
専
門
職
「
精
神

対
話
士
」
に
よ
る
無
料
相
談
を

行
い
ま
す
。
年
齢
を
問
わ
ず
ど

な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

　
日
常
生
活
の
心
配
事
な
ど
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
予
約
不
要

日
時　
12
月
７
日
㈯　

　
　
　
13
時
～
16
時
30
分

場
所　
徳
本
寺（
坂
元
字
寺
前
13
）

主�

催　
（一
財
）メ
ン
タ
ル
ケ
ア
協
会

問	�

宮
城
「
ほ
っ
！
と
相
談
」

	

第
３
実
行
委
員
会　
鹿
又

☎
０
９
０‒１
９
３
２‒９
２
９
６

年
末
の
生
活
困
窮
・

多
重
債
務
相
談
会

　
司
法
書
士
に
よ
る
無
料
相
談

を
行
な
い
ま
す
。

日
時　
12
月
21
日
㈯

　
　
　
10
時
～
16
時

電
話
相
談 （
予
約
不
要
）

☎
０
２
２‒２
２
１‒６
８
７
０

面
接
相
談 （
要
予
約
）

場
所　
宮
城
県
司
法
書
士
会
館

※
左
記
ま
で
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

問	�

宮
城
県
司
法
書
士
会

　
☎
０
２
２‒２
６
３‒６
７
５
５

募
集

あ
ぶ
く
ま
消
防
本
部

消
防
職
員
募
集

採
用
予
定
人
数

　
消
防
職　
若
干
名

受
験
資
格 

◯�

平
成
11
年
４
月
２
日
か
ら
平

成
19
年
４
月
１
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
方

◯�

普
通
自
動
車
第
一
種
運
転
免

許（
Ａ
Ｔ
限
定
不
可
）を
有
し

て
い
る
方
ま
た
は
取
得
見
込

み
の
方

◯�

採
用
後
、
管
内
ま
た
は
近
郊

に
居
住
で
き
る
方（
勤
務
地

ま
で
通
勤
時
間
が
お
お
む
ね

1
時
間
以
内
）

第
１
次
試
験　
１
月
下
旬　
　
　

第
２
次
試
験　
２
月
下
旬

申
し
込
み
方
法

　

受
験
申
込
書
は
、
亘
理
地

区
行
政
事
務
組
合
総
務
課（
亘

理
消
防
署
内
）と
あ
ぶ
く
ま
消

防
本
部
管
理
課（
岩
沼
消
防
署 

内
）で
配
布
し
ま
す
。
郵
便
請

求
の
場
合
は
、封
筒
の
表
に「
職

員
採
用
統
一
試
験
受
験
申
込
書

請
求
」
と
朱
書
し
、
宛
先
を
明

記
の
上
１
４
０
円
切
手
を
貼
っ

た
返
信
用
封
筒（
A
４
サ
イ
ズ

の
入
る
大
き
さ
）を
必
ず
同
封

し
て
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間

　
12
月
上
旬 

～ 

中
旬　

　
（
平
日
８
時
30
分 

～ 

17
時
）

　
受
付
は
、
亘
理
地
区
行
政
事

務
組
合
総
務
課
で
す
。（
あ
ぶ

く
ま
消
防
本
部
受
付
不
可
）

　
詳
し
く
は
、
亘
理
地
区
行
政

事
務
組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

問	�

亘
理
地
区
行
政
事
務
組
合

　
総
務
課

　
☎
34
‒
７
７
３
７ 

宮
城
県
町
村
会
職
員

採
用
試
験
の
お
知
ら
せ

職
種

　
上
級（
大
学
卒
業
程
度
）事
務

募
集
人
員　
１
人

資
格

　
平
成
元
年
４
月
２
日
～
平
成

15
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
方

第
１
次
試
験
日

　
１
月
26
日
㈰

申
込
受
付
期
間

　
12
月
２
日
㈪
～
12
月
20
日
㈮

問	�

宮
城
県
町
村
会

	

総
務
・
事
務
課

　
☎
０
２
２‒２
２
１‒９
２
０
１

県
立
白
石
高
等
技
術

専
門
校 

進
路
説
明
会

　
高
校
１・
２
年
生
と
そ
の
保

護
者
、若
年
求
職
者
の
方
を
対

象
に
、普
通
課
程（
学
卒
者
訓

練
）の
理
解
を
深
め
て
も
ら
え

る
よ
う
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
ぜ
ひ
、ご
参
加
く
だ
さ
い
。

※
予
約
不
要

日
時　
1
月
18
日
㈯ 

13
時
～

（
受
付　
12
時
30
分
～
）

科�

名　
情
報
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
科
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
エ
ン
ジ

ニ
ア
科

問	�

県
立
白
石
高
等
技
術
専
門
校

☎
０
２
２
４‒３
５‒１
５
１
１

イ
ベ
ン
ト

歴
史
体
験
教
室

復
元
大
刀
に
ふ
れ
よ
う

　
東
日
本
大
震
災
の
復
興
事
業

に
伴
う
発
掘
調
査
で
合
戦
原
遺

跡
か
ら
出
土
し
た
「
金
銅
製
装

飾
大
刀
」
は
１
４
０
０
年
前
の

亘
理
郡
の
歴
史
だ
け
で
な
く
、

当
時
の
大
和
政
権
の
最
北
域
の

様
相
を
物
語
る
貴
重
な
文
化
財

で
す
。

　
こ
の
貴
重
な
大
刀
の
当
時
の

輝
き
を
再
現
し
た
復
元
大
刀
に

ぜ
ひ
ふ
れ
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時　
12
月
21
日
㈯

　
　
　
10
時
～
15
時　

※�

開
催
時
間
に
随
時
受
け
付
け

し
ま
す
。
小
学
４
年
生
以
下

は
保
護
者
同
伴
で
お
願
い
し

ま
す
。

場
所　
歴
史
民
俗
資
料
館

体
験
料　
1
人
２
０
０
円

　
（
同
日
に
歴
史
民
俗
資
料
館

の
展
示
も
見
学
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
）

問	�

歴
史
民
俗
資
料
館

	

☎
37
‒
０
０
４
０

町村会HP



納期限のお知らせ

「決算のしかた」動画で公開

第173回 山元町児童生徒善導強調期間

令和６年度国民年金保険料
免除申請制度のお知らせ

クレジットカードの不正利用が急増中

税金情報

税金情報

年金情報

消費生活情報

年末年始の業務案内 
施設名など 年末の業務終了日

※この日まで利用可 年始の業務開始日 問い合わせ先

役場（町民生活課窓口） （※1） 12月27日（金） 1月6日（月） 町民生活課 窓口班 ☎37-1112
坂元支所 12月27日（金） 1月6日（月） 坂元支所 ☎38-0301
水道お客さまセンター （※2） 12月28日（土） 1月4日（土） 水道お客さまセンター ☎37-1120
中央公民館•勤労青少年ホーム

12月27日（金） 1月5日（日） 中央公民館 ☎37-5116
深山山麓少年の森
町民体育館•町民グラウンド 12月27日（金） 1月5日（日） 町民体育館 ☎37-2919

牛橋公園 12月28日（土） 1月4日（土）
中央公民館（利用受付） ☎37-5116
建設課（施設管理） ☎37-5111

つばめの杜ひだまりホール 12月27日（金） 1月5日（日） つばめの杜ひだまりホール ☎37-5592
ふるさとおもだか館（坂元公民館） 12月27日（金） 1月5日（日） ふるさとおもだか館 ☎38-0301
歴史民俗資料館

12月27日（金） 1月5日（日） 生涯学習課 生涯学習班 ☎36-8948ふるさと伝承館
震災遺構中浜小学校
大條家茶室此君亭 12月27日（金） 1月5日（日） 歴史民俗資料館 ☎37-0040
こどもセンター （※3） 12月28日（土） 1月4日（土） こどもセンター ☎36-7251
こども家庭センター 12月27日（金） 1月6日（月） こども家庭センター ☎36-7644
保健センター 12月27日（金） 1月6日（月） 保健福祉課 健康推進班 ☎37-1113
農水産物直売所

「やまもと夢いちごの郷」 12月30日（月） 1月3日（金） 農水産物直売所
「やまもと夢いちごの郷」 ☎38-1888

町民バス
デマンド型乗合タクシー

（R7.1月から運行形態が変わります）
12月27日（金） 1月6日（月）

山元町ハイタク連絡協議会 ☎37-0042

町民生活課 生活班 ☎37-1112

ごみ集積所の委託収集 （※4） 12月31日（火） 1月3日（金）
岩沼東部環境センター ☎23-1178
町民生活課 生活班 ☎37-1112

粗大ごみ等の直接搬入
（一般家庭•事業系） （※5） 12月28日（土） 1月4日（土） 岩沼東部環境センター ☎23-1178

粗大ごみの代行運搬受付 （※6） 12月27日（金） 1月6日（月） 専用ダイヤル ☎35-3020
し尿汲み取り受付 （※7） 12月27日（金） 1月6日（月） （協）名亘清掃事業公社 ☎22-6030
亘理葬祭場（火葬場） 12月31日（火） 1月3日（金） ― ―
※1	 出生届・死亡届などの戸籍届出は、年末年始も役場警備員室（北側入口）で受け付けています。（24時間対応）
※2	 12月28日（土）、1月4日（土）の業務時間は、8時30分から12時です。
※3	 12月27日（金）の利用時間は9時から12時です。
※4	 ごみの収集日は、「ごみ収集カレンダー」でご確認ください。
※5	� 亘理清掃センターでは、可燃ごみとプラスチック資源の受け入れはできません。年末は混雑しますので、ごみの搬

入はお早めにお願いします。
	 【受付時間】9：00～11：30、13：00～16：00（日曜日を除く）
※6	 【受付時間】8：30～17：00
※7	 年末は混雑しますので、申し込みはお早めにお願いします。
	 【受付時間】8：00～17：00

21 広報やまもと2024.12月号 広報やまもと2024.12月号 20

くらしの情報 くらしの情報

　固定資産税(第3期)と国民健康保険税(第
6期)の納期限は1月６日(月)です。納期限
までに忘れずに納付しましょう。
　町内の金融機関で申し込みができる口座
振替は、安全で確実に、外出せずに納税で
きるためとても便利です。また、スマート
フォンアプリを活用すると、ご自宅から納
付することができます。
　詳しい利用方法は、町ホー
ムページをご覧ください。
問 税務課 納税班
	 ☎37-1114

　国税庁では、確定申告のための決算の方
法・注意点などを説明する動画「決算のし
かた（青色申告編・白色申告編・農業所得
編）」をYouTube国税庁動画チャンネルに
掲載していますので、
ぜひご覧ください。
問 仙台南税務署
	 個人課税第一部門
	 ☎022-306-8001

　児童、生徒に対する声掛けなど、地域の
皆さんのご協力をお願いします。
期間　12月24日（火）～令和7年1月7日（火）
　「地域みんなで育てよう

　青少年の明るい心」
〇規則正しい生活をしましょう
〇�家族や地域の人たちとあいさつを交わし

ましょう
〇安全に楽しく遊びましょう
〇犯罪から身を守るための「いかのおすし」

・知らない人についていかない
・知らない人の車にのらない
・おお声でさけぶ
・すぐ逃げる
・しらせる
　冬休み期間中の児童・
生徒の帰宅時刻は16時30分です。
問 山元町小・中学校連合父母教師会

事務局（山下第二小学校）　☎37-0072

　国民年金には、収入の減少や失業などにより保険料を
納めることが困難な方のために「保険料免除制度」や「納
付猶予制度（50歳未満の方）」があります。
　保険料を未納のままにしておくと、将来の老齢基礎年金や、
死亡、障害といった不測の事態が生じた際の障害基礎年金
や遺族基礎年金を受け取ることができない場合があります。
　現在、令和６年度の免除申請を受け付けており、令和6
年7月分から令和7年6月分までの保険料を対象として
前年の所得を基に審査を行います。申請については、年金
事務所、町民生活課、坂元支所の窓口(郵送可)
で受け付けています。
　なお、マイナンバーカードをお持ちの方は、
マイナポータルからの電子申請も可能です。
●免除が承認された場合の免除額と保険料（令和６年度）

　詳しくは、下記にお問い合わせいただくか、日本年金
機構ホームページをご覧ください。
問 仙台南年金事務所 ☎022-246-5111

町民生活課 窓口班 ☎37-1112／坂元支所 ☎38-0301

　クレジットカードを不正に利用されたという相談が増
えています。不正利用の原因として、フィッシング詐欺
(実在する企業などを装ってメール・SMSを送信し、偽
サイトに誘導してカード情報を盗み取る手口)や、不審
な通販サイト利用による情報流失などが考えられます。
　不正利用に気づいたときは、速やかにクレジットカー
ド発行会社へ届け出てください。
　多くのクレジットカード発行会社は、不正利用された
場合の補償期間を60日に設定しています。届け出までに
補償期間を過ぎてしまうと補償対象外になってしまいま
す。利用明細は必ず毎月確認しましょう。
注意	 次のような場合、自己の過失と判断され
	 補償が受けられない可能性があります！
○カード裏面の署名欄にサインをしていない
○�クレジットカードと暗証番号を書いたメモを一緒に保

管している
○�暗証番号を「生年月日」や「1234」など、簡単に想

定できる番号にしている
　ご不明な点は、下記までお問い合わせください。
問 消費生活相談窓口（町民生活課 生活班内）☎37-1112

スマートフォン
納税のお知らせ

国税庁動画
チャンネル

マイナポータル

全額免除 4分の3免除 半額免除 4分の1免除
免除額 16,980円 12,730円 8,490円 4,240円
保険料 0円 4,250円 8,490円 12,740円



水道休日当番休日急患当番医
休日当番薬局
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Information

情報局やまもと
各 種 相 談 12月14日から1月15日まで

◆健 康 相 談（要予約）
12月16日（月）・1月14日（火）13:30~16:00
保健師と栄養士が相談に応じます。前日ま
でにご連絡ください。
場所 保健センター
◆ヘルスチェックデー
12月16日（月）・1月14日（火）13:30~16:00
健康維持のために、血圧、体重、体脂肪率を
測定します。
場所 保健センター

◆発達相談（要予約）
1月14日（火）　10:00~11:30
臨床心理士がお子さんの発達などに関する
相談に応じます。
◆こころの健康相談（要予約）
1月10日（金）13:30~16:30
精神科医が、無気力や不眠などの心身の不
調、ひきこもりなどの相談に応じます。

 問  保健福祉課 健康推進班　☎37-1113

◆人 権 相 談	 12月19日（木）
人権侵害、夫婦、親子間のトラブルやいじ
めなどの相談
◆青少年相談	 12月26日（木）

非行防止など、青少年の健全育成に関する相談
◆年 金 相 談 	1月9日（木）

国民年金、厚生年金など、年金に関する相談
や労災・失業保険に関する相談

◆登 記 相 談 	1月14日（火）
土地や建物の名義書き換えなど、登記に
関する相談

場所	 ふるさとおもだか館　１階　会議室３
時間	 13：00～15：00　 問  町民生活課 生活班　☎37-1112

◆生 活 相 談	 12月18日（水）、1月15日（水）
生活、家庭、老後などに関する困り事、悩み事相談
場所  役場 第1相談室　時間  13：00～15：00　 問  町民生活課 生活班　☎37-1112

◆生活保護の相談（要予約）　12月18日（水）・1月8日（水）
病気などで生活に困っている方を対象にした、生活支援に関する相談
※�上記相談のほかに生活困窮者の自立に向けた相談も随時行っていますので、希望する方

は下記に予約してください。

場所  役場 第３相談室　時間  10：00～15：00　 問  保健福祉課 福祉班　☎37-1113

◆法 律 相 談 	12月24日（火）
法律に関する相談

◆消費生活相談 	 1月8日（水）
商品の安全、品質または訪問販売・債務
などに関する相談

◆行 政 相 談 	 1月10日（金）
国や県、町などが行っている仕事について
の要望や苦情相談

※いずれの相談も予約優先です。

こども家庭センター事業
 問  こども家庭センター　☎36-7644

診療時間  9：00 ～ 17：00
（歯科医院  9：00 ～ 16：00）

※�休日当番医は、急患患者の医療業務のみを
目的として実施しています。なお、休日は変
更になることもありますので、新聞などで
確認の上、受診してください。

休日急患当番医

休日当番薬局

人口の動き
10月末現在［前月比］

	世帯		 4,864戸	〔△	 1戸〕
	 男	 5,662人	（80人）	〔△	11人〕
	 女	 5,771人	（52人）	〔△	 5人〕
	合計	 11,433人	（132人）	〔△	16人〕
	 出生	 2人	 転入	 25人
	 死亡	 20人	 転出	 23人
	 婚姻	 0件
※ 上記（　）内は、うち外国人住民の値。

水道休日当番

場所  こども家庭センター（こどもセンター内）
事業名 月　日 時　間 対象者

母子健康手帳交付 随時交付 8：30～17：15
（所要時間  1時間）本町に住所がある妊婦

育児相談
（保健師・栄養士） 1月14日（火）9：30～11：30 本町に住所がある子育

て中の方

12/8
（日）

◆クラウド調剤薬局亘理店
　☎34-6627（亘理町）

12/15
（日）

◆つばめ薬局
　☎35-6030（山元町）

12/22
（日）

◆調剤薬局エーゲ海
　☎37-7567（山元町）

12/29
（日）

◆もみのき薬局
　☎34-2140（亘理町）

12/30
（月）

◆おおぞら薬局桜店
　☎24-6990（岩沼市）

12/31
（火）

◆もみのき薬局
　☎34-2140（亘理町）

1/1
（水）

◆さざんか薬局
　☎32-1221（亘理町）

1/2
（木）

◆クオール薬局岩沼東店
　☎25-6555（岩沼市）

1/3
（金）

◆もみのき薬局
　☎34-2140（亘理町）

12/7（土） ◆㈱ヤマムラ
　☎38-0150　

12/8（日）
12/14（土）

◆㈲阿部ホームサービス
　☎37-3469

12/15（日）
12/21（土）

◆㈲伊藤設備工業所
　☎37-2108

12/22（日）
12/28（土）

◆木村工事㈱
　☎37-2853

12/29（日）
◆㈱ヤマムラ
　☎38-0150　
◆㈲阿部ホームサービス
　☎37-3469

12/30（月）
◆㈲伊藤設備工業所
　☎37-2108
◆木村工事㈱
　☎37-2853

12/31（火）
◆㈱クリワダ
　☎37-0013
◆㈲針生設備工業
　☎37-2452

1/1（水）
◆㈱ヤマムラ
　☎38-0150
◆㈲阿部ホームサービス
　☎37-3469

1/2（木）
◆㈲伊藤設備工業所
　☎37-2108
◆木村工事㈱
　☎37-2853

1/3（金）
◆㈱クリワダ
　☎37-0013
◆㈲針生設備工業
　☎37-2452

注）�当番業者の修理の状況によってはすぐに対応
できない場合もありますのでご了承願います。

12/8
（日）

◆やまだクリニック
　☎23-1107（亘理町）
◆いちろう歯科クリニック
　☎022-382-8601（名取市）

12/15
（日）

◆浅生原クリニック
　☎23-0345（山元町）
◆美田園歯科
　☎022-343-8721（名取市）
◆あいタウン歯科クリニック
　☎23-6480（岩沼市）

12/22
（日）

◆ひらたクリニック
　☎37-4055（山元町）
◆心友歯科医院
　☎25-6444（岩沼市）

12/29
（日）

◆板橋胃腸科肛門科
　☎34-8911（亘理町）
◆高藤歯科医院
　☎22-2666（岩沼市）

12/30
（月）

◆大友医院
　☎34-3204（亘理町）
◆ライフタウン歯科クリニック
　☎022-386-1825（名取市）
◆大手町歯科クリニック
　☎23-4618（岩沼市）

12/31
（火）

◆柿沼循環器科
　☎32-2871（亘理町）
◆菊地内科医院
　☎37-3300（山元町）
◆上中デンタルクリニック
　☎35-7557（岩沼市）

1/1
（水）

◆熊谷内科医院
　☎34-5140（亘理町）
◆黒田歯科クリニック
　☎022-383-3888（名取市）
◆きくち歯科
　☎34-0644（亘理町）

1/2
（木）

◆さくら整形外科クリニック
　☎23-0366（亘理町）
◆島田歯科医院
　☎022-383-0763（名取市）

1/3
（金）

◆高橋内科乳腺外科
　☎33-1121（亘理町）
◆おおみや歯科
　☎022-382-2537（名取市）
◆たまうらデンタルクリニック
　☎29-4430（岩沼市）

注）�疾患や年齢などによっては対応できない
場合もありますのでご了承願います。

（自家用車・タクシーなどで来られる方対象）
場所 総合南東北病院1階

（夜間のみ開設）
時間 平日（年末年始除く）

19：00 ～ 21：30
　070-6635-9454に問い合わせ
の上、受診してください。

平日夜間初期救急外来

献血にご協力ください。

12/19
（木）

◆北村製作所
　受付時間  10：00～11：30
◆やまもと夢いちごの郷
　受付時間  16：00～17：00  

献 血

おとな救急電話相談	 #7119
こども夜間安心コール	#8000
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